
陥 。２９１
佐 井 村 村 民 憲 章

匸 学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる軻をつくります。
匸 健康と安全を心がけ

明るく楽しい軻をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな櫚をつくり ます。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と櫚をつくります。
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今 月 の紙 面

２～３ むらの話題

４～５ お知らせ

６～フ 原子力だより

８～９ 国保のしおり

１０～１１ 交毋だより

１２～１３ 教育だより

１４～１５ 保健婦だより

１６～１７ 税務だより

年金だより

１８ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

第六回

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
月
十
日
、
津
軽
海
峡
文
化

館
を
会
場
に
「
第
六
回

健
康

づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
小

・
中

学
生
の
作
品
の
展
示
や
食
生
活
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ

ー
ナ
ー
、
ま

た
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
な
ど

た
く
さ
ん
の
ヲ
・
Ｉ
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

ス
テ
上

ン
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
運
動
普
及
員
に
よ
る
ス
テ

ッ
キ
体
操
、
村
民
体
操
が
披
露

さ
れ
、
見
て
い
た
人
も
一
緒
に

体
を
動
か
し
て
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
ま
た
、
保
健
協

力
員
と
食
生
活
改
善
推
進
員
に

よ
る
健
康
劇
「
モ
モ
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
長
生
き
作
戦
」
で
は
、

モ
モ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
診
療

所
へ
行
く
た
び
に
薬
を
も
ら
っ

て
く
る
姿
を
見
て
保
健
婦
さ
ん

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
場
面

や
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
仲
間
を
作
り
み
ん
な
で

仲
良
く
歌
を
歌
う
場
面
な
ど
が

演
じ
ら
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

０
管
内
小

・
中
学
生

よ

い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

※
最
優
秀
賞

佐
井
小
学
校
四
年

松
谷
浩
平

（
小
学
校
一
上

二
年
生
）

※
優
秀
賞

佐
井
小
学
校
一
二
年

丹
藤
智
子

※
優
良
賞

佐
井
小
学
校

金
澤
真
由
美

佐
井
小
学
校

菊
池

清
春

佐
井
小
学
校

菊
池

尚
花

佐
井
小
学
校

能
登

勇
太

（
小
学
校
四
～
六
年
生
）

※
優
秀
賞

佐
井
小
学
校
六
年

渋
谷
祐
次
郎

※
努
力
賞

佐
井
小
学
校
五
年

竹
内
洸
路
子

福
浦
小
学
校
五
年

金
井
正
伸

原
田
小
学
枚
六
年

東
出
和
喜

※
優
良
賞

佐
井
小
学
校

宮
野

聖
子

佐
井
小
学
校

川
村

育
子

佐
井
小
学
校

岡
本

綾
子

佐
井
小
学
校

山
崎

英
臣

佐
井
小
学
校

宮
川

修
治

佐
井
小
学
校

田
中
徳
四
郎

佐
井
小
学
校

石
戸

秀
之

佐
井
小
学
校

能
登
留
美
子

佐
井
小
学
校

一
二
戸

亮
介

佐
井
小
学
校

金
沢

大
輔

佐
井
小
学
校

蒔
田

章
通

佐
井
小
学
校

山
本

妙
子

佐
井
小
学
校

田
名
部
亜
耶
乃

佐
井
小
学
校

鹿
島

新
也

佐
井
小
学
校

紀
伊

宏
明

佐
井
小
学
校

川
岸

洋
一

佐
井
小
学
校

金
沢

篤

原
田
小
学
校

佐
藤

尚
文

磯
谷
小
学
校

福
田

賢
一

磯
谷
小
学
校

福
田
久
美
子

磯
谷
小
学
校

横
浜

昌
子

長
後
小
学
校

滝
本

尚
太

福
浦
小
学
校

金
井

伸
行

福
浦
小
学
校

田
中

幸
子

牛
滝
小
学
校

大
畑

恭
平

牛
滝
小
学
校

坂
井

千
雪

牛
滝
小
学
校

竹
内
由
香
理

牛
滝
小
学
校

竹
内
美
香
子

（
中
学
校
）

※
優
秀
賞

磯
谷
中
学
校
一
二
年

後
藤
和
也

※
努
力
賞

佐
井
中
学
校
一
二
年

若
山
美
代
子

長
後
中
学
校
一
二
年

内
田
彩
子

※
優
良
賞

佐
井
中
学
校

佐
々
木
信
宏

佐
井
中
学
校

高
橋

大
介

佐
井
中
学
校

川
岸

雅
也

佐
井
中
学
校

奥
本

政
栄

佐
井
中
学
校

竹
内

宇
宙

佐
井
中
学
校

田
中

亶（
理

佐
井
中
学
校

藤
田

良
平

佐
井
中
学
校

東
出

繁
樹

佐
井

中
学
校

長
島

貴
子

佐
井
中
学
校

伊
勢

祐
子

佐
井
中
学
校

浜
野

定
人

佐
井
中
学
校

大
畑

浩
幸

佐
井
中
学
校

宮
川

勝
徳

佐
井
中
学
校

宮
沢

圭

佐
井
中
学
校

奥
本

藍
子

佐
井
中
学
校

竹
内

幸
子

佐
井
中
学
校

磯
川

勝
也

磯
谷

中
学
校

横
浜

寿
子

牛
滝
中
学
校

中
西

泰
寛

牛
滝
中
学
校

竹
内

浩

牛
滝
中
学
校

船
越

貴
幸

０
国
民
健
康
保
健
優
良
家
庭

表
彰

古
佐
井
地
区

木
下

隆
明

若
山

陽
一

大
佐
井
地
区

荒
川

豊
一

金
沢

清
士

鈴
木
冨
四
郎

東
出

藤
雄

原
田
地
区

池
田

り
わ

矢
越
地
区

七
戸

松
栄

横
浜
正
次
郎

０
団
体
表
彰

※
健
康
づ
く
り
事
業
功
労
団

体
知
事
表
彰

佐
井
村
保
健
協
力
会



老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
月
五
日
、
佐
井
村
老
人

ク

ラ
ブ
連
合
会

谷

田
重
良
会
長
）

主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

佐
井
小

グ
ラ
ン
ド
と
ア
ル
ザ
ス

で
行
わ
れ
、
九
チ
ー
ム
・
約
六

十
人
の
お
年
寄
り
が
悪
天
候
の

中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
次

の
と
お
り

で
す
。

・

優

勝

寿
Ａ
チ
ー
ム

・

準

優

勝

寿
Ｂ
チ
ー
ム

・

第

三

位

磯
谷
Ａ
チ
ー
ム

１２月 １ 日

住 宅 需 要 実 態 調 査

調査員が、１１月２４日から調査を

お願いするお宅に伺います。

ご協力をお願いします。

青森県土木部建築住宅課

ヨ ッ トレ ー ス 結果

ファーストホーム賞

ＮＹＸ一皿

１位 ＮＹＸ－Ⅲ

２位 ギヤロッパー

３位 ピックボーイ Ⅲ

４位 チヤンピオンアレス

５位 速島

６位 マリオネット

ワ位 ゲンゴロウ

８位 リトルジョージ

９位 サンうイＶＬ

１０位 ＭＥ匚ＳＡＫＡ

第１６回

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ー
カ
ッ
プ

津
軽
海
峡
横
断
ヨ
ッ
ト
レ
ー
’（

函
館
か
ら
佐
井
ま
で
津
軽
海

峡
を
ヨ
ッ
ト
で
横
断
す
る
、「
第

十
六
回

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
カ

ッ
プ

津
軽
海
峡
横
断
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
」
が
十
月
十
日
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
風
・
波
・
雨
の
三

拍
子
そ
ろ
っ
た
悪
天
候
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
午
前
六
時
に

函
館
港
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ヨ
ッ

ト
は
、
十
時
頃
に
な
る
と
姿
を

見
せ
け
じ
め
、
次
々
と
ゴ
ー
ル

イ
ン
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
仲

間
が
集
い
、
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ン
ゴ
大
会

も
行
わ
れ
、
佐
井
村
の
特
産
品

を
手
に
入
れ
た
参
加
者
は
、
大

い
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

９

笋
・
（

バ
【
】『
’
秀

地

方

医

師

団

来

村

九
月
三
十
日
、
（

バ
ロ
フ
ス

ク
の
地
方
医
師
団

（
シ
ェ
ル

バ

コ
フ

ー
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

ー
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ン
ノ
ビ
ッ
チ
、
オ

ス
タ
ニ
ナ

ー
リ
ュ
ボ
フ

ー
ミ
（

イ
ロ
ヴ
ナ
、
ビ
ル

ー
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル

ー
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ

ィ
ッ
チ
）
が
こ

の
ほ
ど
来
村
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
下
北
地
区
の
医
療

施
設
の
視
察
が
目
的
で
、
佐
井

診
療
所
、
牛
滝
診
療
所
を
視
察

し
て

い
き
ま
し
た
。

視
察
し
た
医
師
団
は
、
「
佐

井
村
の
診
療
所
を
訪
ね
て
へ
き

地
医
療

に
ど
の
よ
う
な
設
備
が

必
要
で
あ
る
か
知

る
こ
と
が
で

き
た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



最

低

賃

金

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

最
低
賃
金
周
知
旬
間

十
一
月
二
十
一
日

～
十
一
月
三
十
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

確
か
め
ま
し
ょ
う

守
り
ま
し
ょ
う

最

低

賃

金

新
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
日

額
で
四
千
二
百
二
十
四
円
に
、

時
間
額
は
五
百
二
十
八
円
と
な

り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
制
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、

最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で
労

働
者
を
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
最
低
賃
金
は
、
産

業
別
最
低
賃
金
（
４
業
種
）
が

適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除
き
、

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

全
職
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
、
ア
ル
バ
イ
ト
）
と
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
十
一
月
二
十
一
日
か

ら
「
最
低
賃
金
周
知
旬
間
」
で

す
。使
用
者
は
、
最
低
賃
金
に
つ

い
て
常
時
見
易
い
場
所
に
掲
示

を
す
る
か
、
そ
の
他
の
方
法
で

周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
青
森
労
働
基
準
局
賃
金

課
（
○
一
七
七
上
二
四
－
四
一

一

こ

又
は
各
労
働
基
準
監
督

署
ま
で
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

も

う
い

く

つ

心

石

と

ク

リ

ス

マ

ス

？

下
北
少
年
自
然
の
家
で
は
、

主
催
事
業
「
親
子
で
ク
リ
ス
マ

ス
を
作
ろ
う
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
親
子
一
緒
に

ヶ
Ｉ
キ
や
リ
ー
ス
な
ど
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

・

い

つ

士

一
月
十
一
日
出

午
後
一
時
か
ら

十
二
月
十
二
囗
㈲

午
後
二
時
ま
で

・

ど

こ

で

青
森
県
立
下
北
少
年
自
然
の
家

・

だ

れ

が

小
学
校
三
年
生
か
ら
高
校
生
ま

で
と
そ
の
保
護
者

・

な

に

を

ケ
ー
キ
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ク

ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

ス
な
ど

・

参

加

料

一
人
一
、
三
〇
〇
円
ぐ
ら
い

（
ケ
ー
キ
、
ク
ラ
フ
ト
の
材
料

代
は
別
抂

・

申

し

込

み

十
二
月
一
日
ま
で
に
下
北
少
年

自
然
の
家
ま
で

登
○
一
七
五
（
三
四
）
五
八
五
八

自

衛

官

募

集

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り

「
陸
・
海

・
空
自
衛
隊
生
徒
」

を
募
集
中
で
す
。

■

受

付

時

間

上

月
一
日
～

■

試

験

日

平
成
六
年
一
月
六
日

』

資

格

中
卒

見

込
み
）

十
七
歳
未
満
の
男
子

詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
青

森
地
方
連
絡
部
む
っ
募
集
事
務

所
ま
で

公
○
一
七
五
（
二
二
）
七
四
八
四

犯

罪

の

捜

査

に

ご

協

力

を

幸
い
今
年
、
大
間
警
察
署
管

内
で
は
凶
悪
な
事
件

の
発
生
は

な
い
も
の
の
、
フ
ェ
リ
ー
港

が

あ
る
た
め
、
県
内
や
県
外
で
犯

罪
を
お
こ
し
た
犯
人

が
町
内
を

通
過
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。警
察
で
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、

犯
人
発
見
の
た
め
不
審
者
に
対

す
る
職
務
質
問
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
大
半
の
方
は
善
良
な
町

民
で
す
。

み
な
さ
ん
に
は
何
か
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
捜
査

に
対
す
る
理
解
と
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
周
り
に
、

・
手
配
写
真
に
似
た
者
。

・
普
段
見
か
け
な
い
挙
動
の
不

審
の
者
。

・

バ
イ
ク
・
自
転
車

が
放
置
さ

れ
て
い
る
。

等
の
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ

ひ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

大 間 病 院 か ら お 知 ら せ

第２・第４土曜日は、夕卜来休診です。

今月は］１日と２５日です。

（日曜、祭日は休診）

※救急患者は、その都度受付致します。

面会時間厳守

平日 …… 午後１時～午後７時

日曜 一祝日 …… 午前１０時～午後７時

※お子様は、ご遠慮下さい。



書 道 教 室（初こ者べ 上級者まず）

≪開誘予定日≫ 囗／５・１９ １２／３・１７

≪講師≫ 阿部勝馬うん

＜開講時間≫ 午後７時から午後９時まで

＜募集人員≫ ２０名まで

≪受講料≫ 無料

≪場所≫ 勤労青少年ホーム

≪その他≫ その他詳しくは申し込みの際に

お問い合 わせくださいＯ

七 宝 焼 教 室

≪開講子定日≫ 凵月１５日（月）・２月１４日（月）

１２月６日（月）・３月７則月）

１２月１３日（月）・３月１４日（月）

１月２４日（月）

＜講師≫ 松田淑子さん

≪開講時間≫ 午後７時から午後９時まで

＜募集人員≫ ２０名まで

＜受講料≫ 無料

＜場所≫ 勤労青少年ホーム

＜その他≫ その他詳 しくは申し込みの際に

お問い合 わせください。
＜申込み先≫

大間町勤労青少年ホーム 容３７－４３４６

大間町教育委員会 £５３７―２１０３

海
上
保
安
庁
無
線
従
事
者

船

艇

職

員

募

集

■

受

付

時

間

十
一
月
一
日
～
十
一
月
十
九
日

■

採

用

人

数

無
線
従
事
者

・
通
信

約
五
名

・
技
術

約
五
名

船
艇
職
員

・
航
海
科

約
十
名

・
機
関
科

約
五
名

■

試

験

日

十
一
月
二
十
八
日

午
前
八
時
三
〇
分
～

詳
し
い
こ
と
は
、
む
つ
航
路

標
識
事
務
所
ま
で

豊
○
一
七
五
三

二
）一
九
四
〇

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊

創
立
四
十
周
年
記
念
講
演
会

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で

は
、
東
京
音
楽
隊
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
大
湊
地
方
隊
四
十
周
年

記
念
演
奏
会
を
「
む
つ
市
」
及

び
「
青
森
市
」
で
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

一

日

時

及

び

場

所

十
二
月
三
日

午
後
六
時
～

「
下
北
文
化
会
館
」

十
二
月
四
日

午
後
六
時
～

「
青
森
市
文
化
会
館
」

一

曲

名

海
の
歌
・
い
と
し
の
エ
レ
ー

ヌ

ー
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休

日
・
く
る
み
割
り
人
形
他

■

募

集

要

領

入
場
希
望
者
の
方
は
、
往
復

は
が
き
（
一
葉
一
名
）
に
「
む
つ

市
」
か
「
青
森
市
」
の
い
ず
れ

か
の
市
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

○
三
九
－

五
一

む
つ
市
大
湊
町
４
－

１

大

湊
地
方
総
監
部
広
報
係
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
な
り
ま
す
。

・
返
信
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

が
無
記
入
の
場
合
に
は
無
効

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
未
就
学
児
童
の
入
場
は
御
遠

慮
願
い
ま
す
。

・
締
め
切
り

十
一
月
二
十
日

当
日
消
印
有
効

詳
し
く
は
、
海
上
自
衛
隊
大

湊
総
監
部
広
報
係
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

酋
○
一
七
五
（
二
四
）
一
六
四
〇

十
一
月
九
日
は
一
一
九
番
の
日

一

一

九

番

の

通

報

は

落

ち

つ

い

て

正

確

に

伝

え

よ

う

今 月 の 休 診 日

１日（月）・７日（月）・１４日 側

２１日（月）・２８日（月）

佐井診療所

第１７回

ナ イ タ ー 卓 球 大 会

参 加 チー ムを 募集し ま す

■期 間

平成５年１２月７日～

毎週火・金曜日の午後７時から

９時まで。
■場 所

佐井小学校体育館
・ 参加資格

佐井村民であること。佐井村の
各職場に属すること。
■参 加 料

１チーム（４人以上）

３，０００円
・ 申込締切

平成５年１１月２５囗（木）
■申 込 先

川岸一彦（昔⑩２０１９）
坪井敏明（昔⑩２１０７）

渡辺章子（容⑨２１１１）



原
子
力
だ
よ
り

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
の
動
き

○
大
間
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
最
近
の
動
き
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①

大

間

酊

の

動

き

に

つ

い

て

①
補

償

金

等

の

提

示

に

つ

い

て

平
成
四
年
九
月
十
二
日
、
電

源
開
発
㈱
は
大
間
漁
協
と
奥
戸

漁
協
に
対
し
、
漁
業
補
償
金
と

水
産
振
興
基
金
を
提
示
し
ま
し

た
大
間
漁
協
五
十
二
億
円
・
奥

戸
漁
協
二
十
八
億
円
・
総
額
八

十
億
円
の
漁
業
補
償
金
と
、
大

間
漁
協
二
十
億
円
・
奥
戸
漁
協

十
億
円
・
総
額
三
十
億
円
の
水

産
振
興
基
金
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
、
大
間
町
が

水
産
振
興
計
圓
と
地
域
振
興
計

画
を
提
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
計
画
に
は
三
ヶ
町
村
広
域
的

施
策
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
計

画
期
間
は
電
調
審
後
向
こ
う
十

年
間
で
あ
り
、
財
源
は
電
源
三

佶
父
付
金
・
補
助
金
・
工
事
中

の
税
収
増
な
ど
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

②
漁

業

補

償

交

渉

提
示
以
降
の
動
き
に
つ
い
て

は
、
平
成
五
年
一
月
か
ら
、
大

間
漁
協
と
奥
戸
漁
協
が
漁
業
補

償
交
渉
体
制
の
絞
り
込
み
を
実

施
し
て
電
源
開
発
㈱
と
の
協
議

を
継
続
し
、
両
漁
協
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
理
屈
を
つ
け
て
補
償
金
上

積
み
を
要
望
し
ま
し
た
が
、
電

源
開
発
㈱
は
拒
否
回
答
し
ま
し

た
。
同
年
五
月
、
大
間
漁
協
交

渉
委
員
会
が
、
ま
た
、
同
年
七

月
に
は
、
奥
戸
漁
協
交
渉
委
員

会
が
大
間
町
に
対
し
補
償
金
上

積
み
の
協
力
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
同
年
九
月
、
大
間
町
長
・

町
議
会
が
県
に
対
し
補
償
金
上

積
み
方
の
協
力
要
請
を
、
同
年

十
月
、
大
間
町
長
・
町
議
会
・

圜
漁
協

の
地
元
が
そ
ろ
っ
て
県

に
対
し
仲
介
要
請
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

③
土

地

売

収

に

つ

い

て

土
地
（
約

言
一
〇
ｈ
ａ

）
の

買
収
状
況
は
、
地
権
者
約
五
百

七
十
名
の
う
ち
約
九
割
強
が
契

約
締
結
済
で
す
。

②

佐

井

村

の

動

き

に

つ

い

て

①
行

政

並

び

に

三

者

協

議

会

の

動

き

電
源
開
発
㈱
か
ら
要
請
を
受

け
て
、
平
成
四
年
九
月
三
十
日

に
二
回
目
の
三
者

行

政
・
議

会
・
漁
協
）
に
よ
る
協
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
場
で
、
電
源
開
発
㈱
か

ら
漁
業
補
償
金
他
の
提
示
内
容

や
大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
を

進
め
る
に
あ
だ
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。三
者
協
議
会
の
以
降
の
動
き

に
つ
い
て
は
、
同
年
十
二
月
、

三
者
協
議
会
並
び
に
小
委
員
会

の
意
義
、
位
置
づ
け
に
つ
い
て

協
議
し
、
平
成
五
年
三
月
、
小

委
員
会
会
則
の
制
定
並
び
に
平

成
五
年
度
の
主
な
活
動
内
容
・

事
業
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し

た
。
同
年
五
月
、
電
源
開
発
㈱

よ
り
、
主
な
漁
業
補
償
交
渉
の

現
況
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
同

年
七
月
、
北
海
道
泊
地
点
に
先

例
地
視
察
研
修
を
行
い
、
地
域

と
原
発
の
共
存
共
栄
検
討
の
う

ち
主
に
安
全
協
定
並
び
に
風
評

被
害
協
定
に
重
点
を
お
い
た
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
今

後

の

進

め

方

今
後
は
大
間
町

の
動
き
を
踏

ま
え
て
、
安
全
対
策
の
確
保
を

大
前
提
に
地
域
と
の
共
栄
の
実

現
を
最
大
の
課
題
と
し
て
随
時

三
者
に
よ
る
協
議
を
開
催
し
て

具
体
的
共
存
共
栄
を
検
討
す
る

予
定
で
す
。

今
後
も
先
例
地
視
察
・
講
演

会
等
を
通
じ
村
民
の
皆
さ
ん
に

原
子
力
発
電
所
へ
の
ご
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
の
動

向
に
つ
い
て
随
時
お
知
ら
せ
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
承
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

③

議

会

・

漁

協

の

動

き

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特

別
委
員
会
が
三
者
に
よ
る
協
議

の
窓
口
と
な
り
、
随
時
具
体
的

共
存
共
栄
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。



平 成 ４年 度 主 な 活 動 実 績

剛先例地視察

（月 剛 （団体名） （視察先）

４年６月３０日～７月２囗 議会議員 志賀地点 （１０名参加）

６月３０日～７月２日 一般住民 浜岡地点 （７名参加）

７月２囗～４日 役場職員 ふれあいの里 （７名参加）

７月８囗～１０囗 一般住民 女川地点 （２６名参加）

７月１４日～］．６日 一般住民 島根地点 （１６名参加）

７月２２囗～２４日 キタアカリの会 泊地点 （１６名参加）

９月６囗～９囗 漁協 泊地点 （２２名参加）

９月１７日～］．９日 きのこ組合 美浜地点 （１８名参加）

９月２８囗～３０日 原田漁師会 伊方地点 （２１名参加）

１０月２０囗～２２囗 一般住民 敦賀地点 （５名参加）

１０月２２囗～２４囗 一般住民 浜岡地点 （１４名参加）

１１月１０日～１２囗 一般住民 島根地点 （１０名参加）

１１月２５日～２７囗 一般住民 浜岡地点 （１４名参加）

５年２月１６日～１９日 村長・議会議員 伊方地点 （１４名参加）

２月２２日～２６囗 役場職員 エネルギープラザ神戸（８名参加）

合計（延人員） ２０８名参加

（２）講演会

（月 田 （講 師） （演 題） （参加者）

５年１月１４囗 沼畑井子 あたりまえのこと 一般住民

平 成 ５年 度 上 期 主 な 活 動 実 績

①先例地視察

（月 日） （団体名） （視察先）

６月１５日～］．７日 議会議員 玄海地点 （１４名参加）

７月５囗～７日 三者協議小委員会 泊地点 （１３名参加）

７月］．８囗～２０囗 商工会 柏崎刈羽地点 （１９名参加）

７月２７日～２９囗 校長会 柏崎刈羽地点 （１３名参加）

８月３１日～９月２日 一般住民 東海地点 （１５名参加）

合計（延人員） ７４名参加

なお、昭和５９年から平成５年９月末までの視察者実績は、延人員で３，０６２人です．



国

保

の

し

お

り

乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
の

申

請

手

続

き

を

十
月
一
日
か
ら
「
青
森
県
乳

幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
に
伴
い
、
村

で
も
乳
幼
児
医
療
給
付
事
業
を

実
施
し
、
乳
児
二

歳
ま
で
）
の

入
院
・
通
院
、
幼
児
（
二
歳
ま

で
）
の
入
院
の
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
補
助
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
保
護

者
は
「
受
給
資
格
証
」
の
交
付

申
請
を
し
て
下
さ
い
。一
対
象
者

に
は
、
九
月
三
十
日
付
け
で
申

請
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。】

ま
た
、
今
ま
で
国
保
で
乳
児
十

割
給
付
を
受
け
て
い
た
方
で
も

一
部
負
担
金
を
徴
収
さ
れ
ま
す

の
で
早
目
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係
ま

で
。

医療 費 の状 況

〔７月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５１１人

退職者医療 加入者数６４人

老人医療 対象者数４９０人

○
第
九
回
国
民
健
康
保
険
作
品
入
賞
者

Λ
習
字
の
部
▽

※
特
別
賞

原
田
小
学
校
二
年池
田

貴
亜
樹

示

学
校
一
年
生

※
特
選

長
後
小
学
校

内
田

千
春

※
準
特
選

佐
井
小
学
校

田
名
部
要
恵

磯
谷
小
学
校

佐
々
木
智
子

示

学
校
二
年
生

※
特
選

佐
井
小
学
校

川
村

直
子

※
準
特
選

佐
井
小
学
校

太
田

圉
香

原
田
小
学
校

藤
田

啓
介

原
田
小
学
校

金
沢

智
克

※
佳
作

磯
谷
小
学
校

横
浜

泰
子

示

学
校
三
年
生

磯
谷
小
学
校

横
浜
ゆ
か
り

※
凖
特
選

磯
谷
小
学
校

新
田

宏
美

磯
谷
小
学
校

福
田

知
彦

長
後
小
学
校

内
田

智
子

※
佳
作

牛
滝
小
学
校

坂
井

健
人

牛
滝
小
学
校

竹
内

学

示

学
校
四
年
生

※
特
選

磯
谷
小
学
校

横
浜
か
お
り

※
準
特
選

磯
谷
小
学
校

佐
々
木
宏
子

牛
滝
小
学
校

船
越

幸
子

牛
滝
小
学
校

竹
内

信
子

※
佳
作

佐
井
小
学
校

川
村

育
子

牛
滝
小
学
校

竹
内
か
お
り

牛
滝
小
学
校

船
越

一
也

示

学
校
五
年
生

※
特
選

牛
滝
小
学
校

坂
井

千
雪

※
準
特
選

磯
谷
小
学
校

金
沢

美
佳

※
佳
作

原
田
小
学
校

下
斗
米

満

磯
谷
小
学
校

福
田

賢
一

牛
滝
小
学
校

大
畑

恭
平

示

学
校
六
年
生

※
特
選

牛
滝
小
学
校

船
越
奈
津
子

※
準
特
選

原
田
小
学
校

池
田

貴
子

長
後
小
学
校

滝
本

尚
太



牛
滝
小
学
校

竹
内
由
香
理

※
佳
作

原
田
小
学
校

紀
伊

拓
也

磯
谷
小
学
校

横
浜

日
日
子

長
後
小
学
校

大
石
美
千
代

牛
滝
小
学
校

竹
内

晋
司

牛
滝
小
学
校

坂
井

麻
子

牛
滝
小
学
校

宮
部

克
徳

（
中
学
校
一
年
生

※
特
選

長
後
中
学
校

滝
本
奈
津
子

※
準
特
選

佐
井
中
学
校

若
山
美
穂
子

佐
井
中
学
校

伊
勢

祐
子

佐
井
中
学
校

木
下
美
江
子

佐
井
中
学
校

石
戸

麻
美

長
後
中
学
校

内
田

貴
生

※
佳
作

佐
井
中
学
校

内
田
利
花
子

佐
井
中
学
校

高
橋

雅
之

佐
井
中
学
校

岡
本
佳
寿
子

磯
谷
中
学
校

福
田

昌
子

牛
滝
中
学
校

竹
内
真
紀
子

（
中
学
校
二
年
生

※
特
選

福
浦
中
学
校

田
中

智
明

※
準
特
選

長
後
中
学
校

池
田

陽
子

長
後
中
学
校

細
間
絵
利
子

牛
滝
中
学
校

竹
内

浩

※
佳
作

佐
井
中
学
校

宮
川

洋
介

佐
井
中
学
校

樋
口

朋
美

佐
井
中
学
校

田
中
み
ゆ
き

磯
谷
中
学
校

沢
口
真
理
子

磯
谷
中
学
校

新
田

孝
治

福
浦
中
学
校

田
中

直
子

牛
滝
中
学
校

竹
内

紘
子

示

学
校
三
年
生

※
特
選

牛
滝
中
学
校

大
畑

隆
道

※
準
特
選

佐
井
中
学
校

竹
内

幸
子

佐
井
中
学
校

宮
川

昌
代

佐
井
中
学
校

宮
川

明
美

牛
滝
中
学
校

船
越

貴
幸

※
佳
作

佐
井
中
学
校

宮
川

勝
徳

佐
井
中
学
校

加
藤

修

佐
井
中
学
校

熊
谷

隆
二

長
後
中
学
校

田
中
千
香
子

長
後
中
学
校

滝
本

尚
吾

長
後
中
学
校

内
田

彩
子

Λ
標
語
の
部
▽

※
特
別
賞

福
浦
小
学
校
六
年
田
中

幸
子

示

学
校
一
年
色

※
特
選

佐
井
小
学
校

田
中

祐
也

※
準
特
選

佐
井
小
学
校

高
久

季
節

※
佳
作

佐
井
小
学
校

竹
内

直
子

佐
井
小
学
校

舘
脇

夏
紀

佐
井
小
学
校

山
田

千
里

示

学
校
二
年
生

※
特
選

原
田
小
学
校

金
沢

智
克

※
凖
特
選

佐
井
小
学
校

岡
村

祐
樹

原
田
小
学
校

藤
田

啓
介

※
佳
作

佐
井
小
学
校

鹿
島

佳
恵

佐
井
小
学
校

紀
伊
奈
津
子

佐
井
小
学
校

坪
井

悛
祐

佐
井
小
学
校

川
村

直
子

原
田
小
学
校

池
田
貴
亜
樹

示

学
校
三
年
生

※
特
選

原
田
小
学
校

加
藤

美
雪

※
準
特
選

佐
井
小
学
校

七
戸
菜
々
恵

佐
井
小
学
校

福
田

友
子

福
浦
小
学
校

田
中

悦
子

※
佳
作

佐
井
小
学
校

福
浦

麻
子

佐
井
小
学
校

福
田

千
春

佐
井
小
学
校

横
浜

春
美

佐
井
小
学
校

丹
藤

智
子

原
田
小
学
校

金
沢

偉
人

示

学
校
四
年
生

※
特
選

佐
井
小
学
校

内
藤
ま
ど
か

※
準
特
選

佐
井
小
学
校

山
本

享

佐
井
小
学
校

大
坂

賢
志

原
田
小
学
校

池
田

彩
子

※
佳
作

佐
井
小
学
校

奥
本

末
子

佐
井
小
学
校

山
本

佳
子

原
田
小
学
校

加
藤
祐
美
子

示

学
校
五
年
生

※
特
選

佐
井
小
学
校

竹
内
洸
路
子

※
佳
作

佐
井
小
学
校

宮
川

修
治

佐
井
小
学
校

七
戸
宗
一
郎

佐
井
小
学
校

中
村

孝
二

佐
井
小
学
校

七
戸
三
枝
子

佐
井
小
学
校

互
戸

里
美

福
浦
小
学
校

金
井

正
伸

示

学
校
六
年
色

※
特
選

福
浦
小
学
校

田
中

貴
史

※
準
特
選

佐
井
小
学
校

倉
島

悠

磯
谷
小
学
校

福
田
久
美
子

※
佳
作

佐
井
小
学
校

佐
賀

宗
敬

佐
井
小
学
校

木
下

仁
美

原
田
小
学
校

東
出

和
喜

長
後
小
学
校

緇
間

伸
也

福
浦
小
学
校

内
藤

達
也

（
中
学
校
一
年
色

※
佳
作

磯
谷
中
学
校

松
本
あ
か
ね

長
後
中
学
校

滝
本
奈
津
子

長
後
中
学
校

内
田

貴
生

（
中
学
校
二
年
色

※
準
特
選

磯
谷
中
学
校

新
田

孝
治

※
佳
作

長
後
中
学
校

池
田

陽
子

長
後
中
学
校

緇
間
絵
利
子

示

学
校
三
年
生

※
佳
作

磯
谷
中
学
校

福
田

拓
巳

磯
谷
中
学
校

田
中

健

磯
谷
中
学
校

横
浜

一
男

長
後
中
学
校

大
石

初
美

長
後
中
学
校

滝
本

尚
吾

長
後
中
学
校

田
中
千
香
子

福
浦
中
学
校

内
藤

正
彦

Λ
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽

示

学
校
一
年
生

※
佳
作

佐
井
中
学
校

川
村

英
子

示

学
校
二
年
生

※
佳
作

佐
井
中
学
校

福
田
理
絵
子

（
中
学
校
三
年
生

※
佳
作

佐
井
中
学
校

紀
国

努



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

お

年

寄

り

を

交

通

事

故

か

ら

守

ろ

う

。

…
…
一＝同
齢
者
世
帯
訪
問

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加

し
て
い
る
今
、
こ
の
秋
の
交
通

安
全
運
動
の
重
点
目
標
と
し
て

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
特
性

を
考
慮
し
、
高
齢
者
世
帯
を
訪

問
し
て
個
別
に
話
し
合
い
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い

て
効
果
的
に
交
通
安
全
意
識
の

啓
蒙
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
五
年
度
高
齢
者
世

帯
訪
問
事
業
を
行
皎
と
全
交
母
、

県
交
母
、
市
町
村
交
母
の
主
催

で
実
施
し
ま
し
た
。

佐
井
村
で
も
六
十
五
歳
以
上

で
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

な
い
方
々
を
対
象
に
チ
ラ
シ
を

配
り
、
「
外
に
出
る
時
は
、
車

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
夜
は
、
反
射
板
を
身
に
つ
け

た
り
白
っ
ぽ
い
服
装
で
外
に
出

て
く
だ
さ
い
。
」
と
声
を
か
け

ま
し
た
。

秋

の

交

通

安

全

運

動

九
月
一
千

一
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
の
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
期
間
中
、
交
通
安
全
の

旗
を
立
て
た
り
、
街
頭
指
導
、

日
中
は
、
原
田
か
ら
牛
滝
ま
で

ふ
れ
あ
い
号
で
呼
び
か
け
を
し

ま
し
た
。

秋
の
深
ま
り
と
共
に
日
没
が

早
ま
り
、
夕
暮
れ
時
の
事
故
が

心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
目

の
ラ
イ
ト
点
灯
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト

ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
乳

児
を
守
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
、
飲
酒
運
転
防

止
な
ど
を
呼
び
か
け
、
交
通
事

故
を
な
く
そ
う
と
願
い
な
が
ら

実
施
し
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
四
千
日

を
目
指
し
て
み
ん
な
で
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自 動 車 に 乗 っ た ら

シ ー ト ベ ル ト

・シートベルトとヘルメット、

どちらも命を守る大切なもの
忘れずに正しく着用しましよ
～つ。

バイクを運転するときは

ヘ ル メ ッ ト

バ
イ
ク
の
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
（
共
済
）
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

（
共
済
）
は
、
自
動
車
損
害
賠

償
保
障
法
に
よ
り
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
違
反

し
ま
す
と
六
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
五
万
円
以
下

の
罰
金
、
さ

ら
に
は
、
違
反
点
数

（
道
路
交

通
法
）
六
点
で
免
許
停
止
処
分

と
も
な
り
ま
す
。
）

バ
イ
ク
に
は
車
検
制
度
が
な

い
た
め
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
（
共
済
）
の
加
入
状
況

の

チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ず
（
車
検

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
自
動
車

等
は
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
（
共
済
）
に
加
入
し
て
い
な
い

と
車
検
が
受
け
ら
れ
ま
せ
也

無
保
険
（
無
共
済
）
車
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
加
入
手
続
は
、
損
害
保

険
会
社
、
同
代
理
店
、
農
協
で

行
っ
て
い
ま
す
。
本
土
に
お
け

る
原
付
バ
イ
ク
の
保
険
料
（
共

済
掛
金
）
は
、一
年
契
約

七
、

八
五
〇
円
、
二
年
契
約

九
、

八
〇
〇
、
三
年
契
約

一
一
、

六
〇
〇
円
で
死
亡
事
故
の
場
合

三
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
、
傷
害

事
故
の
場
合
二

言
万
円
ま
で

の
保
険
金
（
共
済
金
）
が
支
払

わ
れ
ま
す
。



「
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加
し
て
」

金

澤

弘

子

十
月
八
日
、
下
北
文
化
会
館

を
会
場
に
、
平
成
五
年
度
青
森

県
交
通
安
全
母

の
会
む
つ
下
北

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
は
、
間
宮
会
長

が
所
用

の
た
め
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

副
会
長
の
岩
谷
さ
ん
が
メ
ッ
セ

上

ン
を
代
読
さ
れ
ま
し
た
。
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

の
重
要

性
を
述
べ
、
そ
の
普
及
、
強
化

に
努
め
な
が
ら
「
交
通
安
全
は

家
庭
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
一

致
団
結
し
て
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
、
と
力
強
い
も
の
で
し

た
。研

修

で
は
、
チ

ャ

イ
ル

ド

シ
ー
ト
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

広

い
後
部
座
席
は
と
て
も
見

は
ら
し
が
い
い
の
で
、
よ
く
後

ろ
向
き
に
ひ
ざ
を
立
て
て
車
外

の
景
色
を
見
る
子
供

が
多

い
が

そ
の
状
態
の
と
气

正
面
衝
突

し
か
場
合
の
実
験
を
し
て
み
る

と
、
座
席
の
間
を
通
り
抜
け
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
っ
か
っ

て
体
半
分
外
に
出
て
い
ま
し
た
。

思
わ
ず
目
を
お
お
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
即
死
の
場
合
も
あ
る

そ
う
で
す
。

次
に
、
助
手
席
で
だ
っ
こ
し

た
場
合
の
実
験
で
は
、
顔
が
ダ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
め
り
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
頑
丈
な
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
が
綿
の
よ
う
に
さ

え
見
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
つ
け
て
先
程
と
同
じ
実
験

を
し
ま
し
た
が
車
外
に
ほ
う
り

出
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か

り
と
固
定
さ
れ
た
シ
ー
ト
の
上

で
い
か
に
安
全
で
あ
る
か
が
良

く
分
か
り
ま
し
た
。

小
さ
い
子
供
を
も
つ
親
は
、

子
供
を
だ
っ
こ
し
て
ク
ッ
シ
ョ

ン
が
わ
り
に
し
て
死
に
追
い
や

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
て
大

事
な
命
を
守
っ
て
ほ
し
い
、
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
む
つ
警
察
署
交
通
課

長
の
講
話
が
あ
り
、
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
に
つ
い
て
話
さ
れ
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
加
に
伴
い
事

故
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
メ
カ

に
弱
い
（
タ
イ
ヤ
交
換
も
で
き

な
号

、
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な

い
、
依
存
性
で
あ
る
、
自
分
に

都
合
よ
く
判
断
す
る
、
判
断
が

鈍
い
等
が
話
さ
れ
、
私
自
身
思

い
あ
た
る
こ
と
が
あ
り
、
頭
の

痛
い
お
話
し
で
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
各
市
町

村
の
交
母
活
動
の
意
見
交
換
が

あ
り
、
佐
井
村
か
ら
東
出
さ
ん

が
街
頭
指
導
・
新
人
児
下
校
時

の
手
伝
い
（
二
〇
日
間
）
・
足

型
マ
ー
ク
作
業
・
マ
ス
コ
ッ
ト

作
り
・
高
齢
者
の
家
庭
訪
問

（
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
な

い
お
年
寄
り
が
対
象
）
等
を
発

表
し
、
他
の
市
町
村
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

遅
れ
て
間
宮
会
長
が
到
着
し

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
起
き
た
三
件

の
事
故
を
例
に
あ
げ
て
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
交
通
安
全
発
表
会
で
は
、
第

二
田
名
部
小
三
年
の
田
中
君
と

苫
生
小
三
年
の
中
西
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
の
交
通
事
故
の
体
験
を

発
表
し
ま
し
た
。

田
中
君
は
、
「
交
通
事
故
で

入
院
し
た
ぼ
く
」
と
題
し
、
お

母
さ
ん
の
車
か
ら
降
り
て
、
後

ろ
を
確
認
し
な
い
で
、
向
こ
う

側
に
止
め
て
あ
る
お
ば
さ
ん
の

車
に
乗
ろ
う
と
し
て
道
路
に
飛

び
出
し
、
後
ろ
か
ら
来
た
車
に

は
ね
ら
れ
救
急
車
で
む
つ
病
院

に
運
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
お
母

さ
ん
の
顔
は
涙
で
グ
シ
ャ
グ
シ

ャ
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
左
右
を
確
認
し

て
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
元
気
に
話
し
ま
し

た
。

最
後
に
次
期
開
催
地
の
東
通

交
毋
会
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
日
は
一
日
中
雨
が
降
り
、

水
た
ま
り
で
ダ
ン
プ
と
す
れ
違

っ
た
と
き
は
、
水
し
ぶ
き
で
一

瞬
前
が
見
え
な
く
な
り
、
後
ろ

に
乗
っ
て
い
て
も
と
て
も
こ
わ

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
か
（

ン
ド
ル
を

握
っ
た
ら
、
絶
対
に
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
、
と
心
に
言
い

聞
か
せ
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

匸

÷

】
沌
九
３
十
述
目

防
火
の
輪

つ
な
げ
て

広
げ
て

な
く
す
火
事



赦
育
だ
よ
り

－
時
代
の
風
を
受
け
て
Ｉ

髑

風

に

の

っ
た
婦
人

の
船

小
林
孝
子

「
時
代

の
風
を
受
け
て
」
青

年
の
船
の
帰
港
を
出
迎
え

た
。

潮
風
と
共

に
若
さ
が
心
地
よ
く

匂
う
中
、
未
来
の
婦
人
に
も
栄

光
あ
れ
と
澄
み
き
っ
た
青
空
の

下
で
「
婦
人
の
船
」
の
出
航
と

な
っ
た
。

洋
上
研
修
を
通
し
て
お
互
い

の
地
域
間
の
理
解
と
女
性
の
積

極
的
社
会
参
加
を
求
め
て
、
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
有
為
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
地
域

活
動
の
促
進
を
ね
ら
い
と
し
、

今
回
で
第
二
回
目
と
な
る
。

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
婦

人
の
色
と
り
ど
り
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
は
、
目
を
見
張

る
ば
か

り
で
女
性
な
ら
で
は
の
華
や
か

さ
も
み
せ
て
く
れ
た
出
航
と
な

り
、
団
員
二
二
〇
人
を
乗
せ
た

「
新
さ
く
ら
丸
」
は
七
色
の
テ
ー

プ
の
乱
れ
舞
う
中
を
す
べ
る
よ

う
に
岸
壁
を
は
な
れ
た
。

天
候
も
良
く
、
最
先
よ
し
と
、

思
っ
た
と
こ
ろ
第
一
夜
に
し
て

船
を
丸
ご
と
飲
ん
だ
気
分
に
は

参

っ
た
。
し
か
し
、
船
酔
い
に

は
負
け
ま
い
と
云

い
聞
か
せ
て

の
洋
上
研
修
が
始
ま
っ
た
。

立
食

パ
ー
テ
ィ
始
ま
る
。
ア

ッ
と
云
う
間
の
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
、

や
は
り
女
性
な
ら
で
は
の
は
な

れ
技
で
あ
る
。
北
村
知
事
（
団

長
）
、
さ
く
ら
丸
船
長
両
タ
レ

ン
ト
？
を
は
さ
ん
で
盛
ん
に
パ

チ
リ
、
パ
チ
リ
、
動
き
が
取
れ

な
い
位
た
っ
た
。
そ
の
後
は
さ

っ
そ
く
各
係
の
打
ち
合
わ
せ
と

な
る
。
私
は
研
修
係
、
テ
ー
マ

別
討
論
会
そ
の
他
講
演
等
の
運

営
・
役
割
が
決
ま
る
。

二
日
目
、
船
酔
い
が
直
ら
ず

婦人の船

航 路

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

短

歌
川
岸
キ
ョ
子

百
日
紅
二
化
も
っ
か
ず
し
な
だ

る
る
冷
た
き
夏
は
か
く
て
過
ぎ

ん
か

講
演
の
あ
と
に
一
曲
歌
う
医
師

そ
ん
な
時
代
と
老
は
戸
惑
う

柔
か
な
青
き
海
べ
の
散
歩
散
歩

道
衿
に
凰
聞
く
頃
と
は
な
り
ぬ

目
時

道
枝

小
さ
き
村
小
さ
き
社
の
秋
祭
り

血
の
濃
き
同
族
酒
酌
み
交
わ
す

荒
川
の
上
な
る
利
根
が
遙
か
見

ゆ
掌
に
入
る
朱
色
朝
富
士

対
岸
の
無
き
海
み
る
は
恐
ろ
し

と
九
十
九
里
浜
に
津
軽
の
乙
女

宇
曽
利
湖
に
夕
霧
立
ち
て
魚
棲

ま
ぬ
水
面
に
か
す
か
鳥
の
影
見

ゆ胡
弓
は
そ
も
清
楽
器
に
し
て
お

は
ら
盆
奏
で
か
な
し
も
日
本
海

越
え
て

藤
島
津
賀
子

暖
と
り
て
冷
夏
に
浴
衣
縫
い
お

れ
ば
山
車
ひ
く
孫
の
袖
振

る
わ

れ
に

花
萩
の
ほ
ど
よ
き
色

に
魅
せ
ら

れ
ぬ
流
る
る
霧
の
野
路
の
す
が

ら
に

日
暮
れ
ど
き
梢
に
止
ま
り
し
小

前
の
親
恋
い
巣
恋
い
に
鵈
き
て

止
ま
ざ
る

大
石
健
次
郎

書
く
こ
と
に
拒
絶
反
応
昂
じ
ゅ

く
拙
を
恥
む
は
老
の
兆
し
か

（
川
畑
栄
一
氏
逝
く
・
二
首
）

枯
だ
ち
の
湿
地
い
ち
め
ん
蓼
の

花
君
逝
き
て
よ
り
尚
ま
た
赤
し

露
草
の
花
の
わ
び
し
さ
好
む
と

言
う
君

に
意
外
を
覚
え
在
り
し

浜
中

よ
ん

人
命
は
露
よ
り
脆
し
と
聴
く
な

れ
ど
果
敢
な
く
逝
き
し
友

ぞ
哀

れ
む

秋
桜
の
根
強
く
張
り
て
背
丈
延

び
風
に
た
ゆ
と
う
姿
麗
し

俳

句
西
谷

豊
彦



ス
ッ
キ
リ
し
な
い
が
、
６
階
デ

ッ
キ
で
朝
の
つ
ど
い
に
参
加
、

漢
風
が
心
地
よ
く
匂

い
、
重

い

頭
に
さ
わ
や
か
な
刺
激
を
与
え

て
く
れ
た
。
つ
づ
い
て
講
演
、

テ
ー
マ
別
討
論
会
と
開
催
さ
れ

私
は
第
４
分
科
会

「
高
齢
社
会

を
生
き
ぬ
く
に
は
」
の
運
営
と

記
録
の
係
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

の

干
不
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
発
言
と

行
動
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
は
、

圧
倒
さ
れ
気
味
の
時
間
で
も
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

「
今
年
は
還
暦
で
す
ネ
」
「
エ

ッ
ー・
ア
、
そ
う
で
し
た
ね
」
と
、

改
め
て
自
分
の
年
齢
に
驚
き
を

も
っ
た
こ
の
私
、
精
神
年
齢
、

未
だ
３０
歳
青
春
時
代
真
ッ
タ
ダ

中
？
と
は
云
え
な
い
が
、
私
に

も
近
づ
い
て
き
て
い
る
「
老

い
」

と
い
う
名

の
道
、
そ
の
事
も
ふ

ま
え
て
の
参
加
で
は
あ
り
ま
し

た
が
活
発

な
意
見
、
そ
し
て
発

表
を
聞
き
今
日
も
、
明
日
も
と
、

充
実
し
た
そ
の
は
ち
切
れ
ん
ば

か
り
の
生
き
方
に
は
敬
意
を
表

す
る
ば
か
り
で
す
。

窓
か
ら
眺
め
る
素
晴
ら
し

い

夕
暮
れ
は
太
平
洋
の
真
ッ
タ
ダ

中
に
い
る
な
ど
と
は
感
じ
ら
れ

な
い
位
美
し
く
、
ま
た
そ
れ
に

も
負
け
じ
と
お
と
ら
な
い
ブ
ロ

ッ
ク
毎
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

む
つ
・
下
北
地
区
ら
「
さ
く
ら

丸
」
な
ら
ず
海
賊
船
「
下
北
丸
」

を
精
一
杯
演
じ
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
た
。

三

日

目
、
船

上

ミ

ニ
コ

ン

サ
ー
ド
で
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

ピ
ア
ノ
の
合
同
演
奏
で
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
澄
ん
だ
音
色
に
そ

れ
を
ひ
き
た
て
て
い
る
ピ
ア
ノ

の
音
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

出
航
す

る
時
の
心
の
重
さ
に
引

き
加
え
、
過
し
て
み
れ
ば
、
ア

ッ
と
云
う
間
の
研
修
期
間
の
よ

う
に
も
思
わ
れ
た
こ
の
一
一
泊
三

日
だ
っ
た
が
、
こ
の
実
り
あ
る

婦
人
の
船
出
が
社
会
へ
の
船
出

彑

る
つ
、
ボ
ー
ツ
と
静
か
な
中

に
も
底
ひ
び
き
の
す
る
汽
笛
が

我
々
婦
人
の
前
途
を
祝
す
か
の

よ
う
に
思
え
た
こ
の
洋
上
研
修

が
社
会
的
視
野
の
拡
大
と
地
域

づ
く
り
へ
と
、
大
き
な
輪
面

）

に
広
が
り
、
つ
な
が
る
こ
と
を

念
じ
て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

第 ２ 回 バ ドミ ン ト ン

選 手 権 大 会

と き ］．２月１２日 出 ）

ところ 佐井中学校体育館

じかん 午前９：００から

●申し込み先 教育委員会

２人１組のチームとなります

期 間 ］．１月３０日まで

【
川
畑
栄
一
氏
逝
く
・
】句
）

雷
鳴
や
竹
馬
の
友
の
逝
き
し
秋

香
水
の
残
り
し
店
や
秋
晴
る
る

青
刈
り
に
空
仰
ぎ
み
て
息
白
し

青
立
ち
を
刈
る
エ
ン
ジ
ン
や
肩

の
息
秋
引
く
や
祭
の
山
車
の
囃
子
よ

三
上

敏

実
を
持
た
ず
秋
天
き
向
く
稲
穂

か
な
行
く
秋
の
津
軽
霊
廟
僧
せ
わ
し

菩
薩
寺
に
五
輪
の
墓
塔
天
高
し

秋
風
に
肌

の
ほ
て
り
や
露
天
風

呂津
軽
路
に
関
所
跡
あ
り
菊
日
和

菊
池

み
や

祭
衣
裳
着
て
良
き
男
祝
儀
を
受

け一
番
山
車
千
代

の
重
さ
に
軋
み

ゅ
く

（
高
砂
山
車

祭
囃
子
山
車
解
く
拍
子
と
な
り

闇
と
な
る

浜
中

よ
ん

膝
痛
み
眠
れ
ぬ
長
き
秋
の
夜

扶
蓉
花
や
朝
の
大
輪
夕
に
無
し

秋

の
朝
歩
み
で
数
え

る
万
歩
計

互

戸
美
矢
子

街
灯
の
煌
々
と
し
て
虫
時
雨

野
の
花

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
蝶

低
し
月
涼
し
橋
の
長
さ
に
落
と
す
影

川
岸
キ
ョ
子

コ
ス
モ
ス
の
淋
し
さ
こ
ぼ
す
凰

の
秋
蝉
時
雨
別
れ
の
多
き
高
齢
化

は
か
ど
ら
ぬ
一
病
背
負
い
秋
の

虫老
木
に
真
紅
の
実
あ
り
小
鳥
立

つ一
隅
に
茶
席
し
つ
ら
う
文
化
祭

田
名
部
ヒ
サ

向
日
葵
や
覗
く
隣
り
の
台
所

澄
む
秋
や
ガ
ラ
ス
に
残
る
蠅
の

糞敬
老
日
無
心
に
老
の
詰
め
将
棋

物
の
影
長
く
短
く
秋
麗
ら

秋
日
和
留
守
の
敷
居
に
彼
岸
餅

背
の
孫
の
手
も
触
れ
い
た
り
山

車
の
綱

月
遠
く
互
い
に
草
の
秀
微
ぎ
あ

○
１０
月
号
正
誤

俳
句

石
戸
美
矢
子

こ
ろ
も
が
い

ひ
と
り

更
衣
し
て
一
人
聴
き
居
る
遠
花

火
短
歌

大
石
健
次
郎

ぶ
い
く

ご

撫
育
な
る
語
を
思
わ
し
む
大
輪

の
菊
咲
か
し
め
ん
と
妻
の
手
付

き
は



保健婦だより

高脂血症を

防ごう

～３０代の
高脂血症が
増えている～

国

は

じ

め

に

８

月

に

行

わ

れ

た

基

本

健

康

診

査

の

結

果

報

告

会

が

１０

月

で

全

地

区

終

了

し

ま

し

た

。

こ
う
し
け
っ
しょ
う

結

果

を

み

る

と

、

高

脂

血

症

の

人

が

多

い

よ

う

で

す

。

こ

の

耳

慣

れ

な

い

言

葉

を

健

診

結

果

て

ご

覧

に

な

り

、

戸

惑

っ

て

い

る

方

も

多

い

こ

と

で

し

ょ

う

。

だ

い

た

い

が

働

き

盛

り

の

年

齢

で

、

こ

れ

ま

で

ご

自

分

の

健

康

に

は

自

信

が

あ

っ

た

方

が

多

い

よ

う

で

す

。

高

脂

血

症

は

動

脈

硬

化

の

前

触

れ

と

も

い

え

る

も

の

で

す

。

痛

く

も

か

ゆ

く

も

な

い

の

で

放

置

し

が

ち

で

す

が

、

放

っ

て

お

く

こ

と

は

た

い

へ

ん

危

険

で

す

。

こ

の

機

会

に

、

ご

自

分

の

健

診

結

果

等

を

み

な

が

ら

、

高

脂

血
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

圓

血

液

中

の

脂

肪

が

多

す

ぎ

る

状

態
－

そ

れ

が

高

脂

血

症

血
液
の
中
に
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
体
に

必
要
な
干
不
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、

た
ま
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を

引
き
起
こ
し
、
脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

圓

高

脂

血

症

は

血

管

の

黄

信

号

高
脂
血
症
そ
れ
自
体
は
恐
ろ

し
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
放
置
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
動
脈
硬
化
が
こ
わ
い

の
で
す
。

動
脈
硬
化
は
多
か
れ
少
な
か

れ
、
二
〇
歳
代
か
ら
始
ま
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
年
月

か
か
っ
て
徐
々
に
進
行
し
、
五

○
歳
前
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
が
現
れ
て
く
る
の
で
す
。

心
臓
に
動
脈
硬
化
が
起
こ
る

と
心
筋
梗
塞
、
脳
に
起
こ
る
と

脳
梗
塞
、
ま
た
腎
臓
に
起
こ
る

と
腎
不
全
か
ら
尿
毒
症
に
。
ど

れ
も
生
命
に
か
か
わ
る
重
大
な

病
気
で
す
。

動
脈
硬
化
が
血
管
の
赤
信
号

な
ら
、
高
脂
血
症
は
黄
信
号
と

い
え
る
わ
け
で
す
。
黄
信
号
が

赤
信
号
に
変
わ
ら
な
い
よ
う
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

圃

女

性

も

ご

用

心

女
性
に
は
少
な
い
動
脈
硬
化

－

と
こ

ろ

が
閉
経
後

は

急

上

昇

こんなに多い高脂血症

１１月

の
保
健
事
業

囗

康

相

談

日

水

大

淀

２５ １

０ ０
（

午

前

９

時

～

１２

時

場

所

役

場

健

康

相

談

室

電

話

で

の
相

談

も
受

付

け

し

ま

す

の

で

、

お

気

軽

に

ご
利

用

く

だ

さ

い

。

１１１１
日

水

長

後
地
区

看
護

教

卒

ふ

れ

あ

い
交

流

会

時

間

午

前

１０

時

～

午

後

２

時

場

所

長

後

地

区

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

１２

日

前

母

親

教

室

時

間

午

後

１

時

～

３

時

場

所

ア

ル

ザ

ス

１６

日

㈹

老

人

健

康

教

室

時

間

後

日

連

絡

し

ま

す

場

所

あ

す

な

ろ



女
性
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
善
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
働

き
が
あ
り
ま
す
。
閉
経
し
て
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
減
る

と
、
男
性
並
み
に
動
脈
硬
化
が

進
み
ま
す
。

コレステロールに

は、動脈の血管壁にた

まって動脈硬化を促進

する悪玉（ＬＤＬコレ

ステロール）と、その

悪玉を血管から肝臓に

運び去る善玉（ＨＤ匚

コレステロール）があ

ります。善玉をふやし

悪玉を減らすように、

食生活を中心とした生

活改善をすることが大

切です。

圓

悪
玉
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル

た

め

な

い

で

●
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

成
人
病
を
つ
く
る

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増

え
る
と
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ

や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
く
わ
し
い
理
由
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
高
脂
血

症
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
ひ
と

っ
に
「
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
タ
イ

プ
は
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
異
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

●
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

多
い
食
品
を
減
ら
そ
う

動
物
性
脂
肪
（
魚
を
除
こ

や
飽
和
脂
肪
酸

玉

に
牛
・

豚
・
卵
な
ど
の
脂
肪
に
多
く
含

ま
れ
て
い
る
）
に
は
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
、

逆
に
、
植
物
性
油
脂
や
不
飽
和

脂
肪
酸
（
魚
に
多

言

に
は
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
脂
肪
の
質
を

考
え
て
と
り
ま
し
ょ
う
。
し
か

し
、
極
端
に
不
飽
和
脂
肪
酸
を

増
や
す
と
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
肉
と

魚
な
ら
ば
一
対
一
ぐ
ら
い
の
割

合
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ポイント・野菜は切って冷蔵ストック

・肉や魚は切って下ごしらえ

・電子レンジをおおいに活用

主婦の３人に１人は働いているとい

われる今日、「私作る人、あなた食べ

る人」と決めつけられない場合も多い

でしょう。妻が作るときでも夫が作る

ときでも、手軽に健康メニューがそろ

えられなければならない時代です。

●キャベツ、はくさい、ほうれん草な
どは、前もって切っておき、冷蔵庫

に保存しておきます。

●じゃがいも、にんじん、ごほうは、

なべで煮る前に数分、電子レンジに

かけます。

●青みがほしいときは、ほうれん草、
こまつ菜などを電子レンジに数十秒

かけます。電子レンジにかけた後は

水に取って。

●煮野菜を作る暇がないときは、あり

合わせの野菜で「何でもみそ汁」

を。

１８
日
米

両
佐
井
地
区
看
護
教

室
・
食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

２４
日
米

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

２５
日
米

原
田
地
区
看
護
教
室

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
２

時

場
所

原
田
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

３０
日
㈹

乳
児

・
三
歳
児
健
診

受
付
時
間

午
後
１２
時
半

～

１２
時
４５
分

場
所

ア
ル
ザ
ス

対
象乳
児

平
成
５
年
７
月
生

平
成
５
年
４
月
生

平
成
４
年
幵一
月
～

１２
月
生

平
成
５
年
１
月
生

三
歳
児
平
成
２
年
４
月
～

６
月
生



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

四 〇１７７－２３－２３７９

税
を
知
る
週
間

十
一
月
十
一
囗
か
ら
十
七
囗

ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で

す
。国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私

た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

税
金
は
、
そ
の
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。

税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
、

広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
税
の

意
義
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
座
談
会

の
開
催
、
税
に
関
す
る
資
料
の

展
示
、
税
務
相
談
な
ど
各
種
の

行
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税

金
の
し
く
み
や
使
い
み
ち
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

所
得
税
第
三
期
分
の
納
期
は

十

一
月

三

十

日

ま

で

所
得
税
の
予
定
納
期
第
二
期

分
の
予
定
納
期
は
十
一
月
一
日

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
で

す
。予
定
納
期
は
二

剛
年
分
の
申

告
納
税
額
を
基
に
計
算
し
て
あ

り
ま
す
が
、
廃
業
や
水
害
の
た

め
に
、
本
年
十
月
三
十
一
日
現

在
の
状
況
で
見
積
り
計
算
し
た

本
年
分
の
申
告
納
税
額
が
税
務

署
か
ら
通
知
さ
れ
た
予
定
納
税

基
準
額
よ
り
少
な
く
な
る
と
見

込
ま
れ
る
と
き
は
、
第
二
期
分

の
予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
申

請
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、

十
一
月
十
五
囗
ま
で
に
「
予
定

納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
書
」

を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

年

金

手

帳

を

大

切

に

し

ま

し

よ

う

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
た
年
月
日
、
加
入
者
の
氏

名
、
記
号
番
号
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
記
号
番
号
は
、
年
金
に

加
入
し
た
証
拠
と
し
て
、
一
生

変
わ
ら
ず
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
保
険
制
度
共
通
の
手

帳
と
な
っ
て
お
り
、
一
冊
の
手

帳
で
両
制
度
の
加
入
、
脱
退
の

記
録
が
全
部
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

転
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金

制
度
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
持

っ
て
い
る
年
金
手
帳
を
役
場
や

会
社
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
次
の
よ
う
な
場
合
は
届

出
が
必
要
で
す
の
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持
つ

て
い
る

・
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

年
金
手
帳
は
、
加
入
者
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
届
出
を
す
る
と

き
に
必
要
な
ば
か
り
で
な
く
、

年
金
を
受
け
る
と
き
に
も
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
つヽ
。



保険料は２０歳から６０歳まで４０年間納めることになってい

ます。老齢基礎年金を受けるためには、この間仁最低

２５年以上保険料を納めることが必要です。（ただし免除

期間を計算に入れることができます）。

保険料を納められないとき

４０年という長じ年月のうちには、病気や生活の困難など

やむをえない理由で保険料を納められないことが考えら

れます。免除の申請をすることができますので窓口まで

ご相談＜ださい。イ呆険料を未納のままにしておくと、将

来年金を受けられない場合がありますが、免除が承認さ

れるとその期間は年金を受けるための資格期間として算

入されます。たプビし、年金額の計算ではその期間分を垢

に減額することになります。

し

ぐ

れ

は
「

時
雨

」
と

書
き
ま

す
。

晩
秋

か
ら

初

冬

の
こ

ろ

、
突

然

に

降

っ
て

く

る
通

り
雨

で

、

。
過

ぐ

る
匸

が
語

源

と

い

う

説

も
あ

り

ま

す

。
西

の
季

節
風

が
連

山

に
当

た

っ

て
吹

き

上

が

る

と

、
空

気

が

冷

え

て

雲

に

な
り

、

し

ぐ

れ
に

な

る

の
で
、
山
地
や
山
沿
い
の
地

方
に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
し

ぐ
れ
は
陰
暦
の
十
月
に
多
い

の
で
、
こ
の
月
を
「
時
雨
月
」

と
も
い
い
ま
す
。
俳
句
で
は

冬
の
季
語
で
す
。

し
ぐ
れ
は
、
涙
に
た
と
え

ら
れ
ま
す
。
「
し
ぐ
れ
心
地
」

と
い
う
の
は
、
し
ぐ
れ
が
降
ろ
う

と
す
る
と
き
の
空
模
様
で
、
涙
を

も
よ
お
す
心
地
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
「
袖
の
し
ぐ
れ
」
と
い
う
の

も
、
涙
の
こ
と
で
す
。
一
方
、「
川

音
の
し
ぐ
れ
」
「
松
風
の
し
ぐ
れ
」

「
せ
み
し
ぐ
れ
」
な
ど
は
、
し
ぐ
れ

の
音
を
連
想
し
た
言
葉
で
す
。

ま
た
、
お
い
し
い
し
ぐ
れ
も
あ

り
ま
す
。
は
ま
ぐ
り
の
む
き
身
を
、

シ
ョ
ウ
ガ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の

風
味
を
効
か
せ
て
つ
く
だ
煮
に
し

た
も
の
が
。
し
ぐ
れ
几

三
重
県
桑

名
の
名
物
で
す
。

陰
暦
十
月
十
二
日
（
現
在
の
十

一
月
二
十
五
日

ご
ろ
）
は
、
し
ぐ

れ
忌

俳
人

二
巴
蕉
の
命
日
で

す
。
。
旅
人
と

わ
が
名
呼
ば
れ

ん

初
時
雨
”
な
ど
、
芭
蕉
の
し

ぐ
れ
の
句
が
残
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
毎
年
十
一
月
一
日

は
「
灯
台
記
念
日
」
で
す
。
明
治

元
年
に
は
じ
ま
っ
た
洋
式
灯
台
の

建
設
は
、
文
化
の
象
徴
で
あ

る
と
し
て
、「
文
化
の
日
」
の

前
の
十
一
月
一
日
を
「
灯
台

記
念
日
」
と
決
め
た
の
で
す
。

平
成
四
年
度
末
現
在
、
灯

台
は
全
国
に
五
千
三
百
十
二

箇
所
あ
り
ま
す
。
海
の
安
全

を
守
る
灯
台
の
歴
史
を
、
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
よ
う
か
。



雨
傘
の
手
入
れ

ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
で
水
洗
い

雨
が
降
り
続
い
た
後
の
玄
関

先
で
、
何
と
な
く
水
の
腐
っ
た

よ
う
な
に
お
い
の
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
原
因
は
雨
傘
で
、

手
入
れ
が
悪
い
た
め
に
に
お
う

の
で
す
。
雨
傘
を
使
っ
た
ら
、

必
ず
水
を
切
り
、
乾
い
た
タ
オ

ル
で
柄
を
ふ
い
で
お
き
、
晴
れ

た
囗
に
玄
関
先
な
ど
に
広
げ
て

干
す
こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し
よ

雨
傘
に
は
、
雨
水
に
溶
け
込

ん
だ
汚
れ
が
っ
き
ま
す
の
で
、

と
き
ど
き
洗
濯
用
ブ
ラ
シ
や
ス

ポ
ン
ジ
を
使
っ
て
、
水
で
汚
れ

を
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。
洗

う
と
き
は
、
柄
を
上
に
し
て
裏

側
か
ら
洗
い
ま
す
。
両
面
を
洗

っ
た
ら
水
で
す
す
ぎ
、
傘
の
水

を
切
っ
て
風
通
し
の
よ
い
場
所

で
広
げ
て
乾
か
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
三
ヶ
月
に
一
度
く

ら
い
は
、
市
販
の
洗
濯
用
の
洗

剤
を
使
っ
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

水
洗
い
と
同
じ
要
領
で
柄
を
上

に
し
て
傘
を
広
げ
、
裏
側
か
ら

洗
濯
用
の
ブ
ラ
シ
か
ス
ポ
ン
ジ

に
洗
剤
を
つ
け
て
洗
い
ま
す
。

傘
を
回
し
な
が
ら
、
中
心
の
部

分
か
ら
端
に
向
け
て
こ
す
り
ま

す
。洗
い
に
く
い
骨
の
間
の
三
角

の
狭
い
部
分
は
、
歯
ブ
ラ
シ
に

洗
剤
を
つ
け
て
。
汚
れ
の
ひ
ど

い
と
こ
ろ
は
、
住
宅
洗
剤
を
使

い
ま
す
。
裏
側
の
次
に
表
側
を

洗
い
、
汚
れ
が
落
ち
た
ら
全
体

に
水
を
か
け
て
洗
剤
を
洗
い
流

し
ま
す
。

雨
傘
は
、
使
っ
て
い
る
う
ち

に
防
水
効
果
が
だ
ん
だ
ん
弱
ま

っ
て
き
ま
す
。
洗
剤
で
洗
っ
た

後
は
、
骨
や
柄
を
よ
く
ふ
い
て

広
げ
て
乾
か
し
、
防
水
ス
プ

レ
ー
で
防
水
剤
を
吹
き
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
傘
か
ら
二
十

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
離
し
、
傘
を
回

し
な
が
ら
全
体
に
む
ら
な
く
吹

ぶ
つ
け
、
し
ば
ら
く
乾
か
す
と

で
き
あ
が
り
で
す
。

折
り
た
た
み
式
の
雨
傘
は
、

よ
く
乾
い
て
か
ら
だ
た
ま
な
い

と
、
骨
が
さ
び
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
開
閉
し
に
く
く
な
っ
た

ら
、
ミ
シ
ン
油
を
ス
ラ
イ
ド
す

る
部
分
に
塗
っ
て
お
き
ま
す
。

普
通
の
雨
傘
と
同
し
よ
う
に
、

と
き
ど
き
開
い
て
水
洗
い
を
し

た
り
洗
剤
で
洗
っ
た
り
し
ま
し

広 報 さ い １０ 月 号

訂 正 の お わ び

前 回 配布 し た 「広報 さ

い」 の 表紙 で（９月 号）は

（１０月号）の誤りでした。 ま

た，７ページの交母だより

の１０月１日現在交通事故死

ゼロ６，６２８日は３，６２８日の誤

りでした。

訂正してお わびいたしま

す
Ｏ

満１鑞になります

三 戸 里 緒ちべ

（良太・良江）
大 佐 井

戸籍の窓口

１０月］．４囗現在

○ お 誕 生 お め マ と う

渋 谷 躱 奏 （聖 紀 ） 古 佐 井

田 中 奢 縫 （光 洋 ） 福 浦

木 部 莠 紬 （ 旭 ） 原 ｍ

池 田 霸 孚 （ 進 ） 原 田

（⑤）ご 糸吉姪にお め で とヽ う
（石 川 原 正 明 （矢 越 ）

山 内 裕 佳 （渥 美 町 ）

（字冨田 月券之 （ｆ幾 雀 ）゙

石 １箏 歪四哉 （弖厶 邯Ｔ 刊了）

（佐 々 木 秋 彦 （古 佐 ＃ ｊ

中 森 千 秋 （大 間 町 ）

（川 谷 新 二 （川 目 ）

佐 藤 真 弓 （東 京 者剛

（新 村 裕 三 （浜 松 市 ）

田 中 留 美 子 （福 浦 ）

（第斤≠卜 卓 弋毬 （ノ夊王 子 市 ）`

看官月島矢［Ｅ愿 子 （古 イを すか）

（神 手す 毎攵春 （御 津 町 ）

竹 内 和 子 （大 佐 井 ）

（湯 囗 信 哉 （川 内 町 ）

小 笠 原 咲 子 （大 佐 井 ）

ｏ お く や み 申 し 上 げ ま す

横 濱 勝 弘 （勝 夫 ） 原 田

会さ月窃 輿 一 （ み ね ） 矢 趙；

鴿Ｌ辺 一 宏隹 （善 ノ廴） Ｊ京 田

菊 池 の し （慱 吉 ） 大 佐 井

下 牧 か ら （善 一 ） 古 佐 井

川 畑 栄 一 （せい子） 大 佐 井

９月３０日現在人口（前月比）

男 １，７７５（－１）

女 １，７９１（土Ｏ）

計 ３，５６６（－１）

世帯数 １，１１０（－３）
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